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１．はじめに  

 地すべり抑止対策として設計するアンカー工は，地質調査，地すべり調査・解析をもとに規模・配置を決定

している．特に重要となるアンカー定着位置は，すべり面を貫き，良質な地盤を選定することが多く，設計初

期の段階では，アンカー基本試験結果を反映させた設計は少ない．本稿は，古い地すべり土塊内に発生するす

べり崩壊の抑止を目的として設計したアンカー工において，アンカー基本試験を実施し，アンカーの定着位置

を再評価するとともにアンカー基本試験を実施することで得られる効果を考察する． 

２．崩壊地の地質性状  

 アンカー工の設計対象とした崩壊は，古い地すべり土塊の末端に位置する急斜面で発生した．古い地すべり

は，数万～十数万年前に発生したもので，地盤伸縮計，パイプひずみ計観測では変位が認められなかったこと

から，現在は活動していない．この崩壊地の地質性状は，ボーリング調査・地質解析の結果，以下に示す３つ

に区分した．区分した地盤は，図－１に示すコア写真の状況となっている． 

【区分１】 

・土砂状を呈す風化岩． 

・礫間を流入土砂が充填． 

・砂岩礫は硬質． 

・本来の岩盤組織が失われる区間が大半を 

 占める． 

【区分２】 

・部分的に土砂状を呈す風化岩． 

・砂岩礫は硬質． 

・部分的に本来の岩盤組織を残すが、ジグ 

 ソー状に乱れる． 

【区分３】 

・堅岩主体． 

・割れ目沿いに風化が進行． 

・割れ目沿いに流入粘土あり． 

・岩盤組織の乱れはない． 

３．アンカー基本試験結果  

 アンカー基本試験は，図－２に示す破線丸囲み

の範囲にある区分１に分類した土砂状の風化岩層

で実施した．当初設計では良質な地盤の区分２を

定着地盤として設定していたが，すべり面を貫通

してからのアンカー自由長が長くなり，不経済と

なっていた．このため，アンカー基本試験により

地すべり土塊と同じ性状となる区分１が定着地盤

として利用できるか確認することとなった． 
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図－１  崩壊地の地質区分とコア写真 

図－２  基本試験実施位置概略図 
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 基本試験は図－３に示す５段階の載荷サイクル

パターンで，図－４の装置を用いて実施した． 

 図－５に示す塑性変位曲線では，４サイクル目の

載荷荷重 440kN までは緩やかに変位が累積してい

たが，５サイクル目の載荷荷重 560kN 時に塑性変

位量が増大した．この時点で定着部は降伏したもの

と判断し，極限引抜荷重 Pmaxは，４サイクル目に

確認した 440kNとした． 

４．アンカー定着地盤の極限周面摩擦抵抗の評価  

 アンカー基本試験を実施した区分１の極限周面

摩擦抵抗 τは，次式より 0.8N/mm2と算定した． 

 τ= Pmax / (π × dA × lA ) 

  = 440 × 10-2 / ( π × 116 × 10-2 × 1.5 ) 

  = 0.805N/mm2 

  ≒0.80 N/mm2 

 区分１は，土砂状の風化岩であるが，開口割れ目沿いに

土砂が充填しており密実であり，岩片は硬質であることか

ら，表－１に示す岩盤の種類では風化岩に該当し，極限周

面摩擦抵抗は 0.6～1.0 と評価できる．区分１の基本試験値

は，この範囲内にあり，地質性状から評価する値と差異が

ないことから妥当な結果と評価できる． 

５．おわりに  

 基本試験の結果，アンカー定着位置は，当初設計時に設

定していた区分２に求める必要が低く，区分１において十

分な周面摩擦抵抗を確保することできる．よって，アンカ

ー定着位置はすべり面を貫いた区分１に変更した． 

 アンカー定着位置が当初設計に比べ浅い位置となったこ

とから，アンカー自由長が短くなり，工事コストの縮減に

寄与する一例となった．アンカー工設計の際には，確実な

定着地盤の把握と設計精度の向上のため，設計段階におけ

るアンカー基本試験の実施を進めていきたい． 
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図－４  基本試験装置概要図 

図－５  塑性変位量曲線 

表－１  アンカーの周面摩擦抵抗 1)2) 

1.5 ～ 2.5
1.0 ～ 1.5
0.6 ～ 1.0
0.6 ～ 1.2

10 0.10 ～ 0.20
20 0.17 ～ 0.25
30 0.25 ～ 0.35
40 0.35 ～ 0.45
50 0.45 ～ 0.70
10 0.10 ～ 0.14
20 0.18 ～ 0.22
30 0.23 ～ 0.27
40 0.29 ～ 0.35
50 0.30 ～ 0.40

(cは粘着力)
1.0c

N値

N値

周面摩擦抵抗(N/mm2)岩盤の種類

土丹

風化岩

軟岩

硬岩

粘性土

砂礫

砂礫

岩盤の種類

伸び用ダイヤルゲージ×2式
(最小読値 1/20mm)

沈下用ダイヤルゲージ×4式
100mmストローク 
(最小読値 1/100mm) 

センターホール型油圧ジャッキ
700kN 

支圧板 
t=32mm 
40cm×40cm

反力材
(載荷板・敷板) 
H型鋼 
H-100×6本 異形鋼棒 

ゲビンデスターブ D32

電動油圧ポンプ
プルドン圧力計

図－３  基本試験の載荷サイクルパターン 
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塑性変位量曲線引抜試験

440kNで屈曲

1サイクル 40 90 140 kN
2サイクル 40 90 140 190 240 kN
3サイクル 40 140 190 240 290 340 kN
4サイクル 40 140 240 290 340 390 440 kN
5サイクル 40 140 240 340 390 440 500 560 kN

赤文字は新規荷重
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